
　 ド イ ツ ロ マ ン 派 の 作 曲 家 メ ン デ ル ス ゾ ー ン （1809 ～ 47 年 ） は 音 楽 に と ど ま ら ず、13

歳 頃 か ら 亡 く な る 直 前 ま で、 ヨ ー ロ ッ パ 各 地 で の 鉛 筆 や 水 彩 に よ る ス ケ ッ チ を 数 多 く 遺 し

て い る。 こ れ ら は い ず れ も 縦 横 33cm 以 内 の サ イ ズ に と ど ま り、 構 図 上 の 共 通 性 な ど か ら

も カ メ ラ ル シ ダ （camera lucida） を 使 っ て の 描 写 を 推 定 さ せ る。 眼 前 に 広 が る 光 景 を 紙 面

上 に 写 し 出 す こ の ド ロ ー イ ン グ 機 材 は、1806 年 に イ ギ リ ス 人 ウ ィ リ ア ム ・ ウ ォ ラ ス ト ン

（1766 ～ 1828 年） に よ り 発 明 さ れ た。19 世 紀 前 半 の 富 裕 層 の あ い だ で は、 カ メ ラ ル シ ダ

の 写 像 を な ぞ る こ と が ス ケ ッ チ と な っ た。

　 ネ ガ か ら ポ ジ を 複 製 す る カ ロ タ イ プ 写 真 を 発 明 し た タ ル ボ ッ ト （1800 ～ 77 年） や、 ポ

ジ ・ ネ ガ の 概 念 を 提 唱 し た ジ ョ ン ・ ハ ー シ ェ ル （1792 ～ 1871 年 ） な ど 多 く の 文 化 人 が

カ メ ラ ル シ ダ に 取 り 組 ん だ が、タ ル ボ ッ ト は う ま く 描 画 に 使 え ず、写 真 術 の 発 明 へ と 向 か っ

た。 ま た、 古 典 主 義 の 巨 匠 ド ミ ニ ク ・ ア ン グ ル （1780 ～ 1867 年 ） も、 い ち 早 く こ の 図

像 作 成 装 置 を 試 し た。 ア ン グ ル の ス ケ ッ チ で は、 カ メ ラ ル シ ダ 写 像 の 輪 郭 に 目 印 と な る 点

を 打 っ て い る と デ イ ヴ ィ ッ ド ・ ホ ッ ク ニ ー は 指 摘 し て い る。 ア ン グ ル が 1808 年 の サ ロ ン

に 出 品 し た 『ヴ ァ ル パ ン ソ ン の 浴 女』（1808 年 油 彩 ル ー ヴ ル 美 術 館 蔵） や 肖 像 画 『ル イ

＝ フ ラ ン ソ ワ ・ ベ ル タ ン』（1832 年 ル ー ヴ ル 美 術 館 蔵） と そ の デ ッ サ ン な ど で は、 胴 体

の 長 さ や 膨 ら み が 強 調 さ れ て い る。 カ メ ラ ル シ ダ に よ る 像 を ト レ ー ス し た 場 合、 描 線 の 繋

が り 方 に 特 徴 が で る。 た と え ば ベ ル タ ン 像 で は、 上 衣 の 裾 と 椅 子 の 背 の 位 置 関 係、 ス ラ ッ

ク ス に 置 か れ る 手 や 肘 の 曲 が り よ う な ど、 フ ァ イ ン ダ ー 内 の 紙 面 に 写 る 平 面 性 が 強 い 像 を

な ぞ っ た こ と を 示 唆 す る 主 体 性 の 弱 い 輪 郭 線 に よ っ て 描 出 さ れ て い る。 こ の デ ッ サ ン の 本

画 に つ い て ベ ル タ ン の 娘 は、 父 本 来 の 風 格 を 感 じ さ せ な い 肥 満 体 に 描 か れ て い る と 非 難 し

た。

　 メ ン デ ル ス ゾ ー ン は、 カ メ ラ ル シ ダ を 使 う ス キ ル を、 姉 フ ァ ニ ー （1805 ～ 47 年） の 夫

で 肖 像 画 家 の ヴ ィ ル ヘ ル ム ・ ヘ ン ゼ ル （1794 ～ 1861 年 ） か ら 受 け た と 推 測 す る。 ヴ ィ

ル ヘ ル ム ・ ヘ ン ゼ ル は、 フ ァ ニ ー を さ ま ざ ま に 描 い て い る が、 い ず れ も 足 先 へ と 極 端 に 細

く な っ て い た り、 画 面 周 縁 部 を 省 略 し た り と、 カ メ ラ ル シ ダ に よ る 見 え 方 の 特 徴 が 表 出 さ

れ て い る。 メ ン デ ル ス ゾ ー ン の ス ケ ッ チ に お い て も、 多 く は 『ス ペ イ ン 階 段 近 く の バ ル ト

ル デ ィ 家』（1831 年） に み ら れ る よ う に、 近 景 か ら 遠 景 へ の 広 が り が、 立 体 視 で は な く 平

面 上 に 並 置 さ れ た 事 物 の 輪 郭 を な ぞ っ た よ う に 描 か れ て い る。

　 写 真 術 が 発 明 さ れ る 前 後、 写 真 は 絵 画 と き わ め て 連 続 性 の 強 い 表 現 と し て 意 識 さ れ て い

た。 ア マ チ ュ ア 画 家 メ ン デ ル ス ゾ ー ン と こ の 時 代 の 代 表 画 家 ア ン グ ル と い う ふ た り の カ メ

ラ ル シ ダ の 使 い 手 が、 ど の よ う に 作 画 に そ の 像 を 反 映 さ せ て い る の か を 分 析 し、 近 代 ア ー

ト へ の 過 程 に お け る 図 像 と 写 像 の 連 関 性 を 考 察 す る。
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